




 

「鳥獣の保護及び狩猟の適正化につき講ずべき措置」の検討について 

 

１．背景 
 

○平成１９年４月に施行された鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律の

一部を改正する法律（平成 18 年法律第 67 号）附則に基づき、施行状況の

検討が必要。 
 

○シカ、イノシシ等野生鳥獣の生息域拡大により、希少な高山植物の食害、

森林内の樹皮はぎ等の自然生態系への影響や農林水産業への被害が深刻化。 

 

 

 

 

 
 

２．検討の進め方（案） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（参考）附則第７条 

政府は、この法律の施行後五年を経過した場合において、この法律の施行の状

況について検討を加え、必要があると認めるときは、その結果に基づいて所要の

措置を講ずるものとする。 
 

H24.12.13 野生生物部会 
     鳥獣保護管理小委員会において検討を行うことを了承 

H25.1～  鳥獣保護管理小委員会 
 
 
 

H25 秋頃  野生生物部会への報告 

 小委員会報告とりまとめ  

 パブリックコメント  

 施行状況の検討  



鳥獣保護管理小委員会の設置について（案）

平成１７年９月２７日

野 生生 物 部 会 決定

（最終改正：平成 年 月 日）

中央環境審議会議事運営規則（平成１３年１月１５日中央環境審議会決定。以

下「議事運営規則」という。）第８条の規定に基づき、次のとおり決定する。

１．野生生物部会に、議事運営規則第８条の小委員会として、鳥獣保護管理小委

員会を置く。

２ 鳥獣保護管理小委員会は、鳥獣の保護及び狩猟の適正化につき講ずべき措置．

についての検討を行う。

鳥獣保護管理小委員会は、鳥獣の保護を図るための事業を実施するための基本的３．

な指針の見直しについて検討を行う。

４．鳥獣保護管理小委員会の決議は、部会長の同意を得て、野生生物部会の決議

とすることができる。

※下線部が今回改正箇所



鳥獣保護管理小委員会の運営方針について

平成１７年９月２７日

野生生物部会長決定

１．会議の公開

（１）会議の公開・非公開

小委員会は、原則として公開するものとする。ただし、公開することによ

り、公正かつ中立な審議に著しい支障を及ぼすおそれがある場合、特定の者

に不当な利益若しくは不利益をもたらすおそれがある場合又は特定の野生動

植物の保護に著しい支障を及ぼすおそれのある場合には、委員長は、小委員

会を非公開とすることができる。

（２）公開する場合の必要な制限

委員長は、会議の公開に当たり、会議の円滑かつ静穏な進行を確保する観

点から、入室人数の制限その他必要な制限を課することができる。

２．出席者

代理出席は認めない。欠席した委員、臨時委員及び専門委員（以下「委員

等」という。）については、事務局からの資料送付等により、会議の状況を伝

えるものとする。

３．会議録

（１）会議録の作成、配付

①会議録は、発言内容を精確に記載するものとする。

②会議録の調整に当たっては、当該会議に出席した委員等の了承を得るも

のとする。

③会議録は、小委員会に属する委員等に配付するものとする。

（２）会議録及び議事要旨の公開

①公開した会議の会議録は、公開するものとする。また、非公開とした会

議の会議録であっても、小委員会が認めたときは、公開するものとする。

②小委員会の会議について、議事要旨を作成し、公開するものとする。

③公開した会議の会議録（小委員会が公開を認めた会議録を含む。）及び

議事要旨の公開は、環境省ホームページへの掲載及び環境省閲覧窓口へ

の備え付けにより行うものとする。



中 央 環 境 審 議 会 議 事 運 営 規 則

（会議の招集）

第一条 会長は、中央環境審議会(以下｢審議会｣という。)の総会を招集しようとするとき

は、あらかじめ、期日、場所及び議案を、委員及び議案に関係のある臨時委員に通知

するものとする。

（会長）

第二条 会長は、議長として、総会の議事を整理する。

２ 会長はすべての部会小委員会専門委員会に出席し意見を述べることができる。

（専門委員）

第三条 専門委員は、会長の承認を得て、総会に出席し、意見を述べることができる。

（部会）

第四条 審議会に、次に掲げる十四部会を置く。

一 総合政策部会

二 廃棄物・リサイクル部会

三 循環型社会計画部会

四 環境保健部会

五 石綿健康被害判定部会

六 地球環境部会

七 大気環境部会

八 騒音振動部会

九 水環境部会

十 土壌農薬部会

十一 瀬戸内海部会

十二 自然環境部会

十三 野生生物部会

十四 動物愛護部会

２ 部会の所掌事務は、別表に定めるところによる。

３ 会長は、必要と認めるときは、二以上の部会の所掌に係る議案について調査審議する

ため、二以上の部会の合同の部会を設置することができる。

（諮問の付議）

第五条 会長は、環境大臣又は関係大臣の諮問を適当な部会(前条第一項及び第三項に規

定する部会をいう。以下同じ） に付議することができる。

（部会の決議）

第六条 部会の決議は、会長の同意を得て審議会の決議とすることができる。

２ 会長は、一の部会の決議を他の部会の審議に付することが適当と認めるときは、当該

決議に係る案件を当該他の部会に付議することができる。



３ 会長は、第一項の同意をしたときは、その同意に係る決議を総会に報告するものとす

る。ただし、総会において報告を要しない旨の決議を経たものについては、この限り

ではない。

（準用規定）

第七条 第一条から第三条（ 第二条第二項を除く） までの規定は、部会に準用する。こ

の場合において、これらの規定中｢会長｣とあるのは｢部会長｣と読み替えるものとする。

（小委員会）

第八条 部会は、必要に応じ、その定めるところにより、小委員会を置くことができる。

２ 小委員会に属すべき委員、臨時委員又は専門委員は、部会長が指名する。

３ 小委員会に委員長を置き、部会長の指名により、これを定める。

４ 小委員会の決議は、部会の定めるところにより、部会長の同意を得て部会の決議とす

ることができる。

５ 第一条及び第二条第一項並びに中央環境審議会令第七条第一項及び第二項の規定は、

小委員会に準用する。この場合において、これらの規定中「会長」とあるのは「小委

員長」と読み替えるものとする。

（専門委員会）

第九条 部会は、必要に応じ、その定めるところにより、専門の事項を調査するため、専

門委員会を置くことができる。

２ 専門委員会に委員長を置き、部会長の指名によりこれを定める。

（会議録）

第十条 総会、部会、小委員会及び専門委員会の議事については、会議の概要を記載した

会議録を調製しなければならない。

（雑則）

第十一条 この規則に定めるもののほか総会の運営その他審議会の運営に必要な事項は会

長が定める。

２ 部会の運営に必要な事項は、部会長が定める。

附則（平成十三年一月十五日）

（施行期日）

第一条 この規則は、平成十三年一月十五日から施行する。

附則（平成十八年三月十三日）

（施行期日）

第一条 この規則は、平成十八年三月十三日から施行する。

（別表略）


